
 

 

                                 参考資料  

 

「需要予測値」について 

 

□ 今後、事業・運営手法の検討を進めていくうえで、事業採算性の詳細を検討して ま

いりますが、その前提となる大きな要素が「需要予測値」です。 

 

□ 本資料は、平成１４年度に「新交通システム導入基本計画策定調査」を行った際 

の、需要予測値算出の考え方、フロー、算出結果を取りまとめたもの（公表済み） で

す。 

 

□ 本資料の詳細についてお尋ねの際は、以下まで御連絡ください。 

 

      ・ 宇都宮市総合政策部ＬＲＴ導入推進室（吉川）  ℡ 028(632)2303 
   ・ 栃木県県土整備部交通政策課交通計画担当（熊倉）℡ 028(623)2377 
 

 

 

 

資料内容 

 

 ○４段階推定法の概要  ・・・・・・・・・・・ １ 

 

 ○算出のフローチャート ・・・・・・・・・・・ ２ 

 

 ○需要予測の前提条件  ・・・・・・・・・・・ ３ 

 

 ○交通機関利用意識調査（ＳＰ調査）様式 ・・・ ４ 

 

 ○需要予測結果（停留場間流動図） ・・・・・・ ５ 

 

 ○予測結果  ・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1)  基本利用圏  ： 停留場中心から半径 500m の徒歩利用圏域 
※2) Ｃ＆Ｒ利用圏： 停留場中心から半径 3000m の自転車利用圏域 
※3) ＬＲＴ背 後圏： Ｐ＆Ｒ施設計画に基づく自動車との乗継停留場、あるいは将来公共交通網から想定されるバスとの乗継停留場に対し、 

その利用が想定される背後圏を設定する。 
 
 

出典：新交通システム導入基本計画策定調査報告書 平成 15 年３月（栃木県・宇都宮市） 
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LRTの想定運行本数400本/日
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（乗車人員）
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陽西町方向
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停留場間流動図（延伸計画・平均運賃150円）　（利用パターン合計の需要）
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断面利用者数（最小）
Ｎ＝約1,800人/日

断面利用者数（最大）
Ｎ＝約18,900人/日

「馬場通り付近」の断面利用者数
約17,700人/日

乗降客数（最小）
Ｎ＝約500人/日

乗降客数（最大）
Ｎ＝約13,100人/日

宇都宮駅西口・東口での乗降客数
合計 約15,800人/日

　路線バスの運行状況（平日） 　※新交通ｼｽﾃﾑ導入課題の検討結果報告書（H18.3）をもとに作成

 （本/日・片方向）

1,110 1,184 1,472 2,028 2,096 2,212

（本/日・両方向）

両方向

平均運行本数 N=約1,770本/日 （区間内加重平均）

　ＬＲＴ需要予測結果（停留場間流動図） 　※新交通ｼｽﾃﾑ導入基本計画策定調査報告書（H15.3）をもとに作成

※総需要 約44,900人/日は、
各電停間の利用者数を延べ数
で表したもの
（都心部内々・郊外部内々・郊外部
 都心部間、上り・下り、等の利用を
 すべて積上げ）

「馬場通り付近」のバス運行本数 2,096本/日
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